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　砂鉄を原料に木炭を燃焼させて鉄を作
っていた江戸時代の製鉄所跡。幕末期の
西洋技術の導入は、たたら製鉄のような
在来の匠の技術に支えられていました。

　

幕
末
か
ら
明
治
末
ま
で
の
日
本
の
急

速
な
産
業
の
近
代
化
を
物
語
る
８
県
11

市
の
23
資
産
で
構
成
。
日
本
は
非
西
洋

の
国
で
初
め
て
、
西
洋
の
産
業
革
命
の

技
術
を
導
入
し
在
来
の
技
術
と
融
合
さ

せ
て
、
短
期
間
の
う
ち
に
産
業
化
を
成

し
遂
げ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
萩
の
若
者

た
ち
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
先
人
の

努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
世
界
史
上
の
奇

跡
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
産
業
化
の
過
程
を
証
明
す
る

一
連
の
資
産
は
世
界
遺
産
と
し
て
価
値

が
あ
る
と
し
て
、
平
成
26
年
１
月
に
政

府
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
書
を
提
出
、

そ
の
後
、
イ
コ
モ
ス
に
よ
る
審
査
や
、

萩
の
５
資
産
を
含
む
23
資
産
す
べ
て
で

イ
コ
モ
ス
調
査
員
に
よ
る
現
地
調
査
も

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
コ
モ
ス
の
勧
告
と
世
界
遺
産
委
員

会
の
決
議
は「
記
載
」「
情
報
照
会
」「
記

載
延
期
」「
不
記
載
」の
４
種
類
が
あ
り
、

今
回
の
勧
告
は
、
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ

し
い
と
い
う
最
も
よ
い
評
価
の「
記
載
」

で
し
た
。
国
に
よ
る
と
、
過
去
５
年
に

イ
コ
モ
ス
が
登
録
を
勧
告
し
、
世
界
遺

産
委
員
会
で
判
定
が
覆
っ
た
例
は
な
い

と
の
こ
と
で
、
世
界
遺
産
登
録
へ
の
期

待
が
大
き
く
高
ま
り
ま
し
た
。

　

萩
エ
リ
ア
は
時
代
順
に
１
番
目
の
エ

リ
ア
で
、
萩
反
射
炉
、
恵
美
須
ヶ
鼻
造

船
所
跡
、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
、

萩
城
下
町
、
松
下
村
塾
の
５
つ
の
資
産

　萩藩が伝統的な和船の技術を使って西
洋式の軍艦丙

へいしんまる

辰丸、庚
こうしんまる

申丸の2隻を建造。
丙辰丸建造には大板山たたらの鉄を使用
しました。

　日本の近代化や産業化を進める上で重
要な役割を担った数多くの人材を輩出し
ました。

　萩藩の政治的・経済的拠点で近代化に
取り組んだ封建社会がわかる町として今
に受け継がれており、産業化初期の舞台
となりました。

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

萩
エ
リ
ア
は
、
幕
末
に
西
洋
技
術
を

取
り
入
れ
産
業
化
や
産
業
文
化
形
成
の

舞
台
と
な
っ
た
地
域
の
全
体
像
と
特
徴

を
よ
く
表
し
て
お
り
、
日
本
の
産
業
化

が
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
到
達
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
長
崎
や
北
九
州
エ
リ

ア
な
ど
と
比
べ
る
と
、
わ
ず
か
半
世
紀

で
い
か
に
日
本
の
社
会
景
観
が
変
化
し

た
の
か
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
萩
エ
リ
ア
に
は
産
業
化
に
関
す

る
地
域
の
政
治
、
行
政
、
経
済
、
技
術
、

人
材
育
成
に
つ
い
て
の
要
素
が
す
べ
て

含
ま
れ
て
お
り
、
萩
の
地
域
社
会
が
直

接
の
主
体
と
し
て
産
業
化
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

萩
市
は
平
成
18
年
か
ら
登
録
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
世
界

遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
る
と
、
萩
の
魅

力
が
一
段
と
高
ま
り
観
光
振
興
に
も
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

推
薦
案
件
の
名
称
を
「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産　

製
鉄
・
鉄
鋼
、
造
船
、

石
炭
産
業
」と
変
更
し
た
上
で
、「
記
載
」

勧
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

▼
顕
著
な
普
遍
的
価
値
（
世
界
遺
産
と

し
て
の
価
値
）
に
つ
い
て

　

九
州
・
山
口
地
域
を
中
心
と
す
る
一

連
の
産
業
遺
産
群
は
、西
洋
か
ら
非
西

洋
国
家
に
初
め
て
産
業
化
の
伝
播
が
成

功
し
た
こ
と
を
示
す
。19
世
紀
半
ば
か

ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、日
本
は
製

鉄
・
鉄
鋼
、造
船
、石
炭
産
業
を
基
盤
に

急
速
な
産
業
化
を
達
成
し
た
。一
連
の

サ
イ
ト
は
１
８
５
３
年
か
ら
１
９
１
０

年
ま
で
の
わ
ず
か
50
年
余
り
と
い
う
短

期
間
で
こ
の
急
速
な
産
業
化
が
達
成
さ

れ
た
３
つ
の
段
階
を
反
映
し
て
い
る
。

　

第
一
段
階
は
、
１
８
５
０
年
代
か
ら

１
８
６
０
年
代
前
半
に
か
け
て
の
幕
末

期
で
、
製
鉄
や
造
船
の
試
行
錯
誤
期
で

　

５
月
４
日
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
、
萩
市
の
萩
反
射
、
恵
美
須
ヶ
鼻

造
船
所
跡
、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
、
萩
城
下
町
、
松
下
村
塾
の
５
つ
の

資
産
を
含
む
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
に
つ
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮

問
機
関
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
が
８
県
11
市
の
全
23
資
産
が

世
界
遺
産
へ
登
録
す
る
の
に
相
応
し
い
と
「
記
載
」
を
勧
告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
勧
告
を
踏
ま
え
、
６
月
28
日
か
ら
７
月
８
日
ま
で
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で

開
か
れ
て
い
る
第
39
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
正
式
に
世
界
遺
産

へ
の
登
録
が
決
定
し
ま
し
た
。

（
記
事
は
編
集
の
都
合
上
、６
月
末
時
点
の
内
容
で
す
）

あ
っ
た
。
国
防
、
特
に
海
外
か
ら
の
脅

威
に
対
す
る
海
防
を
強
化
す
る
必
要
か

ら
、
各
藩
が
西
洋
の
技
術
書
や
西
洋
の

事
例
の
模
倣
に
よ
り（
直
接
で
は
な
く
）

二
次
的
に
知
識
を
得
て
伝
統
的
な
匠
の

技
と
組
み
合
わ
せ
、産
業
化
を
進
め
た
。

（
内
閣
官
房
産
業
遺
産
の
世
界
遺
産
登

録
推
進
室
発
表
資
料
か
ら
一
部
抜
粋
）

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
世
界
遺
産
登
録
推
進
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
８
０
）
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大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
に
合
わ
せ
て
、

今
年
１
月
に
旧
明
倫
小
学
校
体
育
館

に
開
館
し
た
、「
文
と
萩
物
語 

花
燃
ゆ 

大
河
ド
ラ
マ
館
」。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
の
５
月
４
日
に
は
入
館
者
が
10
万

人
、
さ
ら
に
６
月
26
日
に
は
15
万
人
を

突
破
す
る
な
ど
多
く
の
方
が
来
館
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

７
月
か
ら
、
ド
ラ
マ
の
展
開
に
合
わ

せ
て
、
新
た
な
衣
装
や
小
道
具
の
展
示

等
、
展
示
内
容
を
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
す
。
す
で
に
来
場
さ
れ
た
方
も
、

も
う
一
度
大
河
ド
ラ
マ
館
に
足
を
運
ん

で
、
大
河
ド
ラ
マ
の
世
界
を
体
験
で
き

る
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
展
示
を
見

に
き
ま
せ
ん
か
。

【
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容
】

▽
松
陰
先
生
が
遺
し
た
心　

ド
ラ
マ
で

使
用
し
た
「
留

り
ゅ
う
こ
ん
ろ
く

魂
録
」「
永え

い
け
つ訣
の
書
」「
松

■開館期間　平成28年１月10日（日）まで
■開館時間　午前９時〜午後５時（入館は
午後４時30分まで）
■ところ　旧明倫小学校体育館
■入場料　大人500円、小・中学生200円、
萩物語セット券（萩博物館、松陰神社宝物殿
至誠館とのセット券）大人1,000円、小・中
学生400円
■駐車場　（１回）普通車310円、大型バス
1,030円
※詳しくは、ホームページを参照。
http://www.city.hagi.lg.jp/fumi-hagi/

▽
松
下
村
塾
の
小
道
具
を
追
加　

ド
ラ

マ
で
使
用
し
た
松
下
村
塾
の
看
板
を
再

現
、
ド
ラ
マ
で
使
用
し
た
本
を
棚
の

上
に
展
示

▽
あ
な
た
も
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
な

れ
ま
す　
「
松
下
村
塾
記
念
撮
影
コ
ー

ナ
ー
」
に
着
用
し
て
撮
影
で
き
る
衣
装

を
準
備

◦
文
衣
装
（
子
ど
も
用
も
あ
り
ま
す
）

や
小
道
具

◦
松
陰
の
衣
裳
や
小
道
具

▽
ド
ラ
マ
の
中
の
「
萩
」　

文
の
結
婚
式

や
松
陰
の
最
後
な
ど
、
ド
ラ
マ
の
萩
に

関
わ
る
名
場
面
シ
ー
ン
を
映
像
で
紹
介

▽
そ
の
他　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
の
歌
詞

と
解
説
を
掲
示
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
大
河
ド
ラ
マ
推
進
室

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

一般的な反射炉の構造図

大正13 年（1924）に国史跡
に指定された萩反射炉

　

萩
反
射
炉
（
椿
東
前
小
畑
）
は
、

西
洋
式
の
鉄
製
大
砲
鋳
造
を
目
指
し

た
萩
藩
が
安
政
３
年
（
１
８
５
６
）

に
建
設
し
た
反
射
炉
の
遺
跡
で
す
。

■
試
行
錯
誤
に
よ
る
産
業
化
を
示
す

　

鎖
国
状
態
に
あ
っ
た
江
戸
時
代
、

大
陸
に
近
い
西
南
雄
藩
は
、
ア
ヘ
ン

戦
争
で
の
清
国
（
中
国
）
の
敗
戦
や

ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
に
よ
り
危
機
感

を
も
ち
、
海
防
の
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
各
藩
は
、
わ
ず
か
な
蘭
書
の

知
識
な
ど
を
頼
り
に
自
力
で
、
射
程

距
離
の
長
い
鉄
製
大
砲
や
大
型
の
軍

艦
を
建
造
し
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
ま

す
。
当
時
は
鉄
製
大
砲
を
建
造
す

る
に
は
、
衝
撃
に
弱
い
鉄
を
粘
り
気

の
あ
る
鉄
に
溶
解
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
装
置
と
し
て
反
射
炉
を
用
い
て

い
ま
し
た
。

　

萩
藩
は
、
既
に
反
射
炉
の
操
業
に

　

反
射
炉
は
、
炉
と
煙
突
に
大
き
く

分
け
ら
れ
ま
す
。
燃
焼
室
で
焚
い
た

燃
料
の
炎
と
熱
を
浅
い
ド
ー
ム
形
の

天
井
に
反
射
さ
せ
て
、
溶
解
室
に
置

い
た
原
料
鉄
に
熱
を
集
中
さ
せ
て
溶

解
さ
せ
ま
す
。
高
い
煙
突
を
利
用
し

て
大
量
の
空
気
を
送
り
込
み
、
炉
内

の
温
度
を
千
数
百
度
に
し
て
、
鉄
に

含
ま
れ
る
炭
素
の
量
を
減
ら
し
、
鉄

製
大
砲
に
必
要
な
軟
ら
か
く
て
粘
り

の
あ
る
鉄
に
変
化
さ
せ
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産 

」の
萩
の
５
つ
の
資
産
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

成
功
し
て
い
た
佐
賀
藩
に
藩
士
ら
を

派
遣
し
、
鉄
製
大
砲
の
鋳
造
方
法
の

伝
授
を
申
し
入
れ
、
一
回
は
断
ら
れ

ま
す
が
、
そ
の
後
反
射
炉
を
ス
ケ
ッ

チ
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

　

文
献
調
査
の
結
果
、
ス
ケ
ッ
チ
し

た
図
面
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、「
安
政
３
年
に
反
射
炉
の
雛
形

を
築
い
て
大
砲
な
ど
の
鋳
造
を
試
み

た
が
、
本
式
に
反
射
炉
を
築
造
す
る

こ
と
を
中
止
し
た
」
と
い
う
内
容
の

萩
藩
の
古
文
書
が
発
見
。
現
在
、
萩

反
射
炉
は
、
こ
の
時
に
試
作
的
に
築

い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

当
時
の
蘭
書
の
設
計
図
ど
お
り
の

反
射
炉
と
し
て
は
韮

に
ら
や
ま山

反
射
炉
（
静

岡
県
伊
豆
の
国
市
）
が
唯
一

残
っ
て
い
ま
す
。
萩
反
射
炉

は
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

当
時
の
試
行
錯
誤
に
よ
る
産

業
化
を
示
す
貴
重
な
資
産
と

い
え
ま
す
。
な
お
、
現
存
す

る
当
時
の
反
射
炉
は
、 

萩
と

韮
山
の
国
内
に
２
カ
所
の
み

で
す
。

■
反
射
炉
の
構
造
と
特
徴

ドラマで松浦亀太郎が
描いた「松陰肖像画」

陰
肖
像
画
」を
展
示
し
、松

陰
が
塾
生
、家
族
に
遺
し

た
遺
言
を
紹
介

▽
新
た
な
衣
裳
で
お
出
迎

え　

ド
ラ
マ
で
着
用
し
た
、

毛
利
敬た

か
ち
か
親
、
高
杉
晋
作
、

高
須
久ひ

さ
こ子
の
衣
裳
を
展
示
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一
番
目
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
萩
の
遺

産
群
は
、
日
本
が
産
業
技
術
を
導
入
し

た
最
初
期
の
様
相
を
証
言
す
る
も
の
で
、

萩
反
射
炉
、
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
、
萩
城
下
町
、

松
下
村
塾
の
５
つ
の
資
産
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　

萩
の
遺
産
群
は
、
幕
末
に
西
洋
の
技

術
を
取
り
入
れ
、
産
業
化
を
目
指
し
た

地
域
社
会
の
全
体
像
と
そ
の
特
質
を
明

瞭
に
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
価

値
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
幕
末
当
時
の
萩

の
地
域
社
会
が
有
し
て
い
た
、
産
業
化

に
関
す
る
政
治
・
行
政
・
経
済
・
技

術
・
人
材
育
成
の
諸
要
素
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
を
フ

ル
セ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

本
遺
産
の
な
か
で
も
萩
だ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
萩
の
遺
産
群
は
、
長
州
藩
の
城

下
町
で
あ
っ
た
萩
と
い
う
地
域
社
会
が

舞
台
と
な
っ
て
、
日
本
独
特
の
も
の
づ

く
り
文
化
の
形
成
と
発
展
が
始
ま
っ
た

こ
と
を
も
証
拠
づ
け
て
い
る
。

◆
萩
反
射
炉

　

萩
反
射
炉
、
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
は
、
長
州
藩

が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
自
力
で
西
洋

技
術
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
産
業
化

初
期
の
様
子
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

幕
末
、
長
州
藩
は
、
海
防
強
化
の
た

め
、
鉄
製
大
砲
の
鋳
造
と
洋
式
軍
艦
の

建
造
に
取
り
組
ん
だ
。

　

反
射
炉
は
、
鉄
製
大
砲
鋳
造
に
必
要

と
さ
れ
た
金
属
溶
解
炉
で
あ
る
。
安
政

２
年
（
１
８
５
５
）、
長
州
藩
は
日
本

　

萩
市
を
含
む
８
県
11
市
の
自
治
体
は
、

23
件
の
資
産
で
構
成
す
る
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
の
世
界
遺
産
（
世

界
文
化
遺
産
）
登
録
を
目
指
し
て
い
る
。

去
る
５
月
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機

関
イ
コ
モ
ス（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）

が
本
遺
産
に
つ
い
て
「
記
載
」
勧
告
を

し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
遺
産
が
世
界
遺
産
登
録

に
ふ
さ
わ
し
い
物
件
で
あ
る
と
い
う
最

高
の
評
価
を
得
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
お
墨
付
き
が
ち
ょ
う
ど
連
休
中
で

あ
っ
た
た
め
、
萩
市
に
は
大
勢
の
観
光

客
が
押
し
寄
せ
た
。
大
河
ド
ラ
マ
「
花

燃
ゆ
」
の
影
響
で
観
光
客
は
す
で
に
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
世
界
遺
産
登
録

が
目
前
に
迫
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
萩
が
よ
り
一
層
の
注
目
を
集
め
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

本
遺
産
は
順
調
に
行
け
ば
、
今
号
の

発
行
さ
れ
る
７
月
初
旬
、
ド
イ
ツ
の
ボ

ン
で
開
催
さ
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

委
員
会
に
て
正
式
に
登
録
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
世
界
遺
産
登
録
の
可
能
性

が
高
い「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
、
特
に
萩
の
５

つ
の
資
産
の
価
値
に
つ
い
て
説
明
を
加

え
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
本
連
載
の
タ

イ
ト
ル
で
あ
る
「
19
世
紀
の
な
か
の
長

州
藩
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
も
少
な
か
ら

ず
関
係
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

　

日
本
は
19
世
紀
な
か
ば
、
す
な
わ
ち

幕
末
に
お
け
る
西
洋
技
術
の
導
入
以

来
、
西
洋
以
外
の
地
域
で
初
め
て
、
か

つ
、
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
飛
躍
的

な
発
展
を
遂
げ
た
。
日
本
が
産
業
化
を

達
成
し
た
こ
と
は
、
現
在
、
経
済
大
国

と
呼
ば
れ
る
日
本
の
礎
に
な
る
と
と
も

に
、
世
界
史
的
な
価
値
を
有
す
る
と
評

価
さ
れ
て
い
る
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
、

製
鉄
・
鉄
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
の
重

工
業
部
門
に
西
洋
技
術
を
移
転
し
て
成

功
し
た
、
日
本
独
特
の
プ
ロ
セ
ス
を
示

す
も
の
で
、
日
本
が
「
も
の
づ
く
り
大

国
」
と
な
る
礎
を
築
い
た
歴
史
を
物

語
っ
て
い
る
。
こ
の
飛
躍
的
な
発
展
の

大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
、
ア
ジ

ア
大
陸
に
近
い
と
い
う
地
理
的
特
性
に

よ
り
、
古
く
か
ら
海
外
と
の
窓
口
と
し

て
発
展
し
て
き
た
九
州
・
山
口
地
域
で

あ
る
。

　

本
遺
産
は
、
８
県
11
市
と
い
う
広
域

に
分
散
す
る
23
資
産
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
わ
が
国
初
の
本
格
的
な
シ
リ

ア
ル
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
こ

ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。「
シ
リ
ア

ル
」（serial

）
と
い
う
の
は
「
一
連
の
」

あ
る
い
は
「
連
続
し
た
」
と
い
う
意
味

を
も
つ
英
単
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
シ
リ

ア
ル
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
連
の
ス

ト
ー
リ
ー
に
基
づ
き
、
離
れ
た
複
数
の

資
産
を
ま
と
め
て
世
界
遺
産
に
推
薦
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
資
産
の
な
か
に
、
民
間
企
業
に

よ
り
稼
働
中
の
大
規
模
な
工
業
関
連
施

設
が
含
ま
れ
て
い
る
点
も
特
徴
と
し
て

指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
稼
動
資
産
ま
で
も
世
界
遺
産

に
登
録
す
る
の
は
、
世
界
を
見
渡
し
て

も
稀
な
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
萩
の
産
業
化
初
期
の
時
代
の
遺
産

群
」
は
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
群
」
の
８
つ
の
エ
リ
ア
の
な
か
で
第

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

で
初
め
て
反
射
炉
を
築
い
た
佐
賀
藩
に

４
名
の
使
者
を
派
遣
し
、
そ
の
一
人
が

反
射
炉
の
見
取
図
を
持
ち
帰
っ
た
。
翌

年
、
そ
の
見
取
図
を
参
考
に
し
て
反
射

炉
を
試
作
的
に
築
い
た
も
の
の
、
費
用

面
、
技
術
面
の
限
界
か
ら
、
本
式
の
反

射
炉
の
建
設
を
中
止
す
る
。
そ
の
後
も

本
式
の
反
射
炉
は
築
造
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
結
局
、
鉄
製
大
砲
の
鋳
造
は
成
功

に
至
ら
な
か
っ
た
。
現
在
残
っ
て
い
る

遺
構
は
煙
突
に
あ
た
る
部
分
で
、
高
さ

10
・
５
ｍ
の
安
山
岩
積
み
（
上
方
一
部

は
レ
ン
ガ
積
み
）
で
あ
る
。
反
射
炉
の

建
築
物
が
現
存
す
る
の
は
、
韮
山
（
静

岡
県
）
と
萩
の
２
カ
所
だ
け
で
あ
る
。

◆
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡

　

ま
た
長
州
藩
は
、
恵
美
須
ヶ
鼻
に
造

船
所
を
設
置
し
、
伝
統
的
な
和
船
の
建

造
技
術
に
西
洋
の
技
術
を
融
合
さ
せ
て
、

洋
式
の
木
造
帆
走
軍
艦
を
建
造
し
た
。

　

長
州
藩
は
、
幕
府
の
要
請
や
藩
士
木

戸
孝
允
の
意
見
を
受
け
、
安
政
３
年

（
１
８
５
６
）
に
造
船
所
の
開
設
を
決

定
し
た
。
同
年
、
伊
豆
の
戸
田
村
（
静

岡
県
）
で
ロ
シ
ア
人
と
と
も
に
洋
式
船

ヘ
ダ
号
を
完
成
さ
せ
た
経
験
の
あ
る
船

大
工
を
招
聘
し
、
１
隻
目
の
軍
艦
丙
辰

丸
を
建
造
す
る
。
つ
い
で
万
延
元
年

（
１
８
６
０
）、
長
崎
海
軍
伝
習
所
で
オ

ラ
ン
ダ
式
造
船
を
学
ん
だ
技
術
者
に
設

計
さ
せ
、
２
隻
目
の
軍
艦
庚
申
丸
を
建

造
し
た
。
同
時
期
の
洋
式
造
船
所
で
遺

構
が
確
認
さ
れ
た
例
は
他
に
な
く
、
ま

た
１
カ
所
で
ロ
シ
ア
系
と
オ
ラ
ン
ダ
系

と
の
２
通
り
の
技
術
が
使
用
さ
れ
た
こ
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と
も
類
例
が
な
い
。

◆
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡

　

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
は
、
長
州

藩
が
洋
式
軍
艦
丙
辰
丸
を
建
造
す
る
際

に
用
い
た
船
釘
や
碇
な
ど
の
原
料
鉄
を

供
給
し
て
お
り
、
幕
末
の
洋
式
船
建
造

に
日
本
の
在
来
技
術
が
利
用
さ
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　

た
た
ら
製
鉄
は
、
千
年
以
上
前
か
ら

あ
る
日
本
在
来
の
製
鉄
技
術
で
、
砂

鉄
を
原
料
に
し
て
木
炭
を
燃
焼
さ
せ

て
鉄
を
生
産
し
て
い
た
。
大
板
山
で

は
、
宝
暦
期
（
１
７
５
１
～
１
７
６
４

年
）
の
う
ち
の
８
年
間
、
文
化
・
文
政

期
（
１
８
１
２
～
１
８
２
２
年
）、
幕

末
期
（
１
８
５
５
～
１
８
６
７
年
）
の

計
３
回
、
た
た
ら
製
鉄
が
操
業
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
３
回
目
の
操
業
時
に
丙
辰

丸
に
使
用
す
る
鉄
を
供
給
し
た
。
原
料

の
砂
鉄
は
島
根
県
か
ら
北
前
船
を
利
用

し
て
奈
古
港
に
荷
揚
げ
さ
れ
、
荷
駄
で

運
ば
れ
て
い
た
。
現
在
、
建
物
跡
な
ど

の
遺
構
が
露
出
し
た
形
で
整
備
さ
れ
て

い
る
。

◆
萩
城
下
町

　

萩
城
下
町
は
、
産
業
化
に
取
り
組
み
、

産
業
文
化
を
形
成
し
て
い
っ
た
幕
末
当

時
の
地
域
社
会
を
現
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
産
業
化
を
試
み
た
江
戸
時
代
の
伝

統
と
身
分
制
、
社
会
経
済
構
造
を
非
常

に
よ
く
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

資
産
は
、
江
戸
時
代
す
な
わ
ち
封
建

社
会
を
特
徴
づ
け
る
城
跡
、
旧
上
級
武

家
地
、
旧
町
人
地
の
三
地
区
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
城
跡
は
、
藩
主
毛
利
家
の

居
城
で
、
長
州
藩
の
政
治
・
行
政
の
中

心
で
あ
り
、
反
射
炉
の
築
造
や
洋
式
軍

艦
の
建
造
な
ど
産
業
化
の
政
策
は
こ
こ

で
形
成
さ
れ
た
。
旧
上
級
武
家
地
は
、

城
跡
と
と
も
に
、
長
州
藩
の
産
業
化
や

技
術
獲
得
な
ど
の
政
策
を
遂
行
し
た
身

分
の
高
い
武
士
の
屋
敷
な
ど
が
あ
っ
た

場
所
で
あ
る
。
旧
町
人
地
は
、
城
下
町

お
よ
び
そ
の
周
辺
で
営
ま
れ
て
い
た
商

業
活
動
や
小
規
模
な
手
工
業
を
基
盤
と

し
た
当
時
の
伝
統
的
経
済
の
姿
を
示
し

て
い
る
。

◆
松
下
村
塾

　

松
下
村
塾
は
、
産
業
化
に
取
り
組
み
、

産
業
文
化
を
形
成
し
て
い
っ
た
幕
末
当

時
の
地
域
社
会
に
お
け
る
人
材
育
成
の

要
素
を
表
す
。
西
洋
と
日
本
の
技
術
交

流
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
す
典
型
的
な
見

本
で
も
あ
る
。

　

資
産
は
、
吉
田
松
陰
が
門
人
を
指
導

し
た
、
吉
田
松
陰
幽
囚
ノ
旧
宅
と
松
下

村
塾
舎
の
２
つ
の
建
物
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
安
政
３
年
（
１
８
５
６
）
か
ら

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
ま
で
の
約
二

年
10
カ
月
の
間
に
、
92
名
の
門
人
が
学

ん
だ
。
松
陰
は
塾
生
に
対
し
て
、
欧
米

の
先
進
的
な
知
識
・
技
術
の
導
入
、
工

業
教
育
の
必
要
性
を
唱
え
、
こ
の
教
え

を
受
け
継
い
だ
塾
生
た
ち
に
よ
っ
て
日

本
の
近
代
化
・
工
業
化
が
進
め
ら
れ
た
。

門
人
の
一
人
で
あ
る
伊
藤
博
文
は
、
明

治
政
府
の
初
代
工
部
卿
と
な
っ
て
殖
産

興
業
を
牽
引
し
た
。
伊
藤
は
、
工
部
卿

在
任
中
の
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
に

三
井
三
池
炭
鉱
に
石
炭
の
輸
出
を
働
き

か
け
、
首
相
在
任
中
の
明
治
26
年
に
は

製
鉄
所
官
制
を
公
布
し
、
明
治
33
年
、

八
幡
製
鉄
所
に
建
設
中
の
高
炉
を
視
察

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
松
下
村
塾
は
、

本
シ
リ
ア
ル
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
各
構

成
資
産
と
も
深
い
つ
な
が
り
を
有
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
近
代
化
、
工
業
化
が
極
め
て

短
期
間
に
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
冒
頭
に

も
述
べ
た
が
、
こ
れ
を
単
な
る
サ
ク
セ

ス
ス
ト
ー
リ
ー
、
あ
る
い
は
お
国
自
慢

に
し
て
は
な
ら
な
い
。
近
代
化
に
は
国

の
内
外
で
多
大
の
犠
牲
が
払
わ
れ
た
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
暁
に

は
、
私
た
ち
は
ユ
ネ
ス
コ
の
精
神
に
則

り
、
平
和
な
世
の
中
を
築
い
て
ゆ
く
た

め
に
、
本
遺
産
の
光
と
影
を
正
し
く
理

解
し
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

明治初年の萩城下町絵図（萩博物館蔵）

　

吉
田
松
陰
の
妹
、杉
文
（
久
坂
文
、

楫
取
美
和
子
）を
主
人
公
と
す
る
大

河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」と
連
動
し
て

開
催
す
る
、特
別
展
「
花
燃
ゆ
」。

　

松
陰
や
文
ゆ
か
り
の
品
を
一
堂
に

集
め
る
と
と
も
に
、同
時
代
の
貴
重

な
歴
史
資
料
を
紹
介
し
、幕
末
維
新

期
を
生
き
た
長
州
藩
士
た
ち
の
人
物

像
と
、そ
の
時
代
を
浮
き
彫
り
に
す

る
展
示
会
で
、萩
博
物
館
所
蔵
品
35

点
や
、松
陰
神
社
所
蔵
品
19
点
も
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
坂
玄
瑞
が
文
に
送
っ
た
手
紙

「る
い
し
ゅ
う
ち
ょ
う

涙
袖
帖
」（
個
人
蔵
）も
６
月
30
日
か

ら
の
展
示
替
え
で
、公
開
さ
れ
ま
す
。

７
月
20
日
ま
で
開
催
中
で
す
の
で
、

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
は
ぜ
ひ
足

を
運
ば
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

木
戸
孝
允
が
薩
長
同
盟
の
内
容
を

確
認
さ
せ
る
た
め
坂
本
龍
馬
に
裏
書

き
を
求
め
た
書
簡
（
宮
内
庁
所
蔵
）

や
、１
８
４
４
年
（
天
保
15
）に
萩
で

鋳
造
さ
れ
下
関
戦
争
の
際
に
つ
か
わ

れ
た「
荻
野
流
壱
貫
目
青
銅
砲
」 （
フ

ラ
ン
ス
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ
ド
軍
事
博
物

館
所
蔵
、下
関
市
寄
託
）な
ど
、山
口

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
で
５

月
24
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
山
口

展
で
展
示
が
な
か
っ
た
資
料
も
約
40

点
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
３
日
に
行
わ
れ
た
内
覧
会
に

は
、井
上
真
央
さ
ん
が
参
加
。「
命
が

け
で
演
じ
な
い
と
い
け
な
い
と
改
め

て
感
じ
た
」と
展
示
を
見
学
し
て
コ

メ
ン
ト
。野
村
興
兒
萩
市
長
も
駆
け

つ
け
、「
貴
重
な
資
料
が
集
ま
り
、見

応
え
の
あ
る
内
容
」と
話
し
ま
し
た
。

◆
特
別
展
「
花
燃
ゆ
」東
京
展

７
月
20
日
（
月
・
祝
）ま
で

東
京
都
墨
田
区
横
網
１
︲
４
︲
１

江
戸
東
京
博
物
館

（
０
３
・
３
６
２
６
・
９
９
７
４
）

観
覧
料
：
一
般
１
３
５
０
円
、大
学

生
・
専
門
学
校
生
１
０
８
０
円
、高

校
生
・
65
歳
以
上
６
８
０
円

▼
特
別
展
「
花
燃
ゆ
」前
橋
展

８
月
１
日
（
土
）～
９
月
６
日
（
日
）

群
馬
県
前
橋
市
千
代
田
町
５
︲
１
︲
16

ア
ー
ツ
前
橋

（
０
２
７
・
２
３
０
・
１
１
４
４
）

（
記
事
は
編
集
の
都
合
上
、６
月
末
時
点
の
内
容
で
す
）
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私
は
、
２
０
１
１
年
３
月
に
、
島
根

大
学
を
定
年
退
職
し
、
萩
市
紫
福
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
や
り
残
し
た
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
な
が
ら
、

釣
り
や
盆
栽
、
晴
耕
雨
読
を
楽
し
み
な

が
ら
、
の
ん
び
り
と
第
二
の
人
生
を
萩

で
過
ご
す
の
も
健
康
に
良
い
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
同
年
10
月
に
は
、
山
口

国
体
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
思
え
ば
高

校
３
年
生
の
時
に
も
山
口
国
体
が
開
か

れ
、
開
催
会
場
の
関
係
で
運
動
会
は
中

止
、
代
わ
り
の
校
内
球
技
大
会
の
閉
会

式
で
、
中
山
校
長
先
生
の
音
頭
で
「
赤

い
夕
日
が
校
舎
を
染
め
っ
て
～
」
と

歌
っ
た
記
憶
な
ど
が
甦
り
、
帰
郷
気
分

に
浸
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
世
界
遺
産
へ

の
登
録
申
請
が
話
題
に
な
っ
て
き
た
わ

け
で
す
。

　

私
の
専
門
は
、
金
属
物
性
・
材
料
科

学
と
い
う
分
野
で
、
将
来
の
基
幹
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
期
待
が
あ
る
核
融

合
炉
で
の
使
用
を
想
定
し
た
材
料
の
開

発
基
礎
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
世

界
一
の
日
本
の
電
子
顕
微
鏡
技
術
、
動

画
処
理
技
術
の
発
展
な
ど
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
ラ
ッ
キ
ー
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま

れ
、
幾
ば
く
か
の
足
跡
を
残
す
こ
と
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
お
陰
で
、
自

宅
で
も
最
新
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
読

め
ま
す
し
、
欧
米
ど
こ
へ
で
も
簡
単
に

論
文
を
投
稿
で
き
る
の
が
有
り
難
い
で

す
。
一
方
、
最
近
の
大
学
は
地
域
貢
献

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
島
根
の

地
場
産
業
で
あ
る
特
殊
鋼
の
生
産
者
の

支
援
を
す
る
な
か
で
、「
和
鋼
博
物
館
」

や
「
日
刀
保
た
た
ら
」
な
ど
の
伝
統
的

た
た
ら
に
関
わ
る
人
た
ち
と
も
交
流
し

て
き
ま
し
た
。
お
陰
で
大
板
山
た
た
ら

遺
跡
に
も
す
ん
な
り
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
た
わ
け
で
す
。

　

大
板
山
た
た
ら
は
、
石
見
流
の
永
代

た
た
ら
で
、
宝
暦
年
間
、
文
化
文
政

期
、
幕
末
期
の
３
回
操
業
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
砂
鉄
は
、
現

在
の
浜
田
市
井
野
か
ら
船
や
馬
を
使
っ

て
大
板
山
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
大
板

山
が
選
ば
れ
た
の
は
、
豊
富
な
炭
木
が

入
手
で
き
た
た
め
で
す
。
幕
末
期
に
は

萩
藩
の
準
藩
営
で
、
恵
美
須
ケ
鼻
造
船

所
で
建
造
さ
れ
た
萩
藩
最
初
の
洋
式
軍

艦「
丙
申
丸
」の
碇
や
建
造
具
と
し
て
使

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
製
鉄
現
場
跡

が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

萩
に
は
、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡

や
、
反
射
炉
、
恵
美
須
ケ
鼻
造
船
所
跡

を
は
じ
め
、
産
業
人
材
を
育
て
た
松

下
村
塾
、
そ
の
環
境
で
あ
る
城
下
町

も
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の

重
要
な
構
成
資
産
と
し
て
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
遺
跡
群
の
仕
掛
け
人
の
一

人
で
、
世
界
の
産
業
遺
産
の
保
存
活
用

状
況
を
調
査
研
究
さ
れ
て
き
た
加
藤
康

子
氏
に
よ
れ
ば
、「
産
業
遺
産
と
は
歴

史
を
つ
く
っ
て
き
た
産
業
文
明
の
仕
事
、

そ
れ
に
関
わ
る
人
々
の
全
人
生
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
独
自
に
発
展

し
た
た
た
ら
製
鉄
技
術
、
大
砲
製
造
を

目
的
に
一
冊
の
蘭
学
書
を
頼
り
に
悪
戦

苦
闘
し
た
高
炉
・
反
射
炉
、
明
治
政
府

の
積
極
的
な
西
洋
技
術
の
導
入
に
よ
っ

て
建
造
さ
れ
た
官
営
八
幡
製
鉄
所
な
ど
、

真
に
明
治
維
新
を
背
景
と
し
た
、
幕
末

―
明
治
期
の
人
々
の
懸
命
な
活
動
を
示

す
証
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

福
栄
地
域
に
は
大
板
山
た
た
ら
遺
跡

だ
け
で
な
く
、
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
、

仏
像
、
キ
リ
シ
タ
ン
祈
念
地
、
和
牛
や

　

皆
さ
ん
既
に
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、

５
月
の
連
休
中
に
、
国
際
記
念
物
遺
跡

会
議
（IC

O
M

O
S

）
か
ら
、「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
遺
産
へ

の
登
録
が
適
切
で
あ
る
旨
の
勧
告
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
途
端
に
、
紫
福
の
自
宅

か
ら
５
～
６
㎞
の
と
こ
ろ
の
山
間
に
あ

る
「
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
」
に
も
、

多
い
日
に
は
、
１
５
０
～
２
０
０
人
の

観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
に
住
む
人
間
に
と
っ
て
、
こ
れ
は

大
変
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
、
ま
し
て
自

分
の
専
門
領
域
と
関
係
が
深
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
色
々
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を

始
め
て
い
る
昨
今
で
す
。

福
栄
文
化
財
活
用
保
存
会
長

島
根
大
学
名
誉
教
授

（
萩
市
紫
福
在
住
、萩
高
校
昭
和
39
年
卒
16
期
、69
歳
）

阿
武
米
、
ブ
ド
ウ
、
ワ
イ
ン
な
ど
の

「
お
宝
」
が
あ
り
、「
福
栄
お
宝
マ
ッ
プ
」

も
出
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
観
光
資

源
を
再
認
識
し
活
用
し
な
が
ら
保
存
し
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
も
う
と
い
う

有
志
が
集
ま
り
「
福
栄
文
化
財
活
用
保

存
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
会
長
に

推
さ
れ
て
暗
中
模
索
の
日
々
で
す
が
、

観
光
ガ
イ
ド
、
地
域
や
学
校
で
の
啓
蒙

活
動
、
農
産
物
の
販
売
、
た
た
ら
祭
り
、

で
き
れ
ば
「
た
た
ら
復
元
操
業
」
な
ど

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
地
に
は
、
ト
イ
レ
や
駐
車
場
も
整

備
さ
れ
、近
く
の
道
の
駅「
ハ
ピ
ネ
ス
福

栄
」か
ら
は
、
団
体
バ
ス
観
光
客
向
け

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
も
始
ま
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
帰
省
の
折
に
は
是
非

大
板
山
た
た
ら
、
福
栄
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
こ
の
冊
子
が
皆
様
の
目
に
ふ
れ

る
頃
に
は
、
正
式
に
世
界
遺
産
登
録
が

実
現
し
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

小
野 

興こ

う

た

ろ

う

太
郎
さ
ん
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自
然
豊
か
な
む
つ
み
地
域
に
佇
む
工

房
木
象
庵
。
手
仕
事
に
こ
だ
わ
り
な
が

ら
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
家
具
づ
く
り

を
行
う
木
工
職
人
・
藤
田
浩
司
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

私
が
木
工
家
具
職
人
を
目
指
し
た
の

は
、
40
歳
の
と
き
で
す
。
そ
れ
ま
で
の

私
は
、
萩
高
校
を
経
て
名
古
屋
工
業
大

学
を
卒
業
し
、
東
京
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
や
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
変
化
の
速
い
Ｉ
Ｔ
業
界
に
身

を
置
く
う
ち
、
自
分
の
成
果
を
目
に
見

え
る
形
に
し
て
長
く
残
せ
る
よ
う
な
仕

事
を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

36
歳
の
時
に
会
社
を
退
職
。

　

元
々
、
山
や
木
が
好
き
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
自
然
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
伝

統
工
芸
品
な
ど
を
作
る
職
人
に
な
り
た

い
と
思
い
、
日
本
中
を
旅
し
な
が
ら
自

分
の
今
後
を
模
索
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
松
江
で
造
形
作
家
と
し
て
活
動
す

る
方
が
作
っ
た
木
製
家
具
に
出
会
い
ま

す
。
木
材
が
持
つ
荒
々
し
さ
の
中
に
も

美
し
さ
が
あ
る
家
具
に
一
目
惚
れ
を
し

た
の
で
す
。　

自
分
の
作
り
た
い
も
の

を
見
つ
け
た
私
は
、
40
歳
の
時
、
出
雲

高
等
技
術
学
校
木
工
科
に
入
学
し
、
木

工
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
卒
業
後
は
、

松
江
の
造
形
作
家
の
方
の
も
と
で
修
業
。

木
の
特
性
を
生
か
し
て
美
し
く
見
せ
る

家
具
づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
は
地
元
で
工
房
を
構
え
た
い

の
高
さ
ま
で
浸
水
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
自
身
は
近
所
の
方
の
家
に
避
難
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
機
械
や
工
具

は
水
と
泥
に
ま
み
れ
、
木
材
が
散
乱
し

た
工
房
の
姿
に
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
浸
水
に
よ
り
斜
め
に
傾

い
て
し
ま
っ
た
作
業
台
の
上
で
、
２
枚

の
天
板
を
見
つ
け
ま
す
。
そ
れ
は
、
被

災
直
前
、
工
房
で
の
最
初
の
作
品
と
し

て
取
り
か
か
り
始
め
た
ば
か
り
の
小

テ
ー
ブ
ル
の
天
板
で
し
た
。
一
時
は
、

む
つ
み
で
の
開
業
を
あ
き
ら
め
よ
う
か

と
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
荒

れ
果
て
た
工
房
の
中
で
、
作
業
台
か

ら
落
ち
る
こ
と
な
く
、
整
然
と
置
か
れ

た
よ
う
に
残
っ
て
い
た
天
板
を
見
て
、

「
ち
ゃ
ん
と
最
後
ま
で
作
っ
て
く
れ
よ
」

と
私
に
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、

も
う
一
度
、
こ
の
地
で
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
幸

い
復
旧
に
向
け
て
の
支
援
金
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
、
両
親
や
親
戚
、
友
人
を

は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
た
く

さ
ん
の
方
た
ち
に
助
け
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
、
当
初
の
計
画
よ
り
も
４
カ

月
遅
れ
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
12
月
に

工
房
を
開
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
、
家
具
制
作
で
目
指
す
も
の
は
、

「
荒
々
し
さ
と
緻
密
さ
の
共
存
」
で
す
。

切
り
出
し
た
ま
ま
の
木
目
や
荒
々
し
さ

が
魅
力
で
あ
る
無
垢
材
の
良
さ
を
活
か

し
、
釘
は
使
用
せ
ず
、
組
手
や
仕
口
と

い
っ
た
日
本
古
来
の
伝
統
技
術
を
用
い

る
こ
と
に
加
え
て
、
約
30
種
類
の
ノ
ミ

や
カ
ン
ナ
を
使
用
し
、
細
か
な
部
分
に

ま
で
手
仕
事
を
施
し
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
機
械
で
は
出
せ
な
い
木
材
の

滑
ら
か
さ
や
質
感
、
美
し
い
線
が
生
ま

れ
、
触
っ
て
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

家
具
が
出
来
上
が
る
の
で
す
。

　

椅
子
一
脚
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
部

材
選
定
か
ら
始
ま
り
、
天
然
桐
油
を
塗

装
し
て
仕
上
げ
る
ま
で
に
は
２
カ
月
ほ

ど
は
か
か
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
木
工

家
具
へ
の
考
え
方
に
共
感
し
て
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
、
見
る
度
、
使
う
度
に

違
う
喜
び
が
湧
き
上
が
る
よ
う
な
家
具

が
作
れ
た
ら
良
い
で
す
ね
。

　

現
在
は
、
知
人
や
友
人
を
通
し
て
依

頼
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
多
く

の
方
々
に
木
象
庵
を
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
最
近
で
は
、
写
真
立
て
や
額

縁
、
一
輪
挿
し
な
ど
の
小
物
も
制
作
し
、

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
ホ
テ
ル
や
建
築

関
係
の
会
社
に
も
働
き
か
け
る
こ
と
で
、

今
後
の
家
具
制
作
に
つ
な
げ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

木
が
生
き
た
年
齢
と
同
じ
く
ら
い
使

用
で
き
る
家
具
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
世
代
と
言

わ
ず
、
孫
の
代
ま
で
長
く
使
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。
私
が
生
き
て
い
る
限

り
は
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
し
、
そ
れ
だ
け
長
く
使
っ
て
い

た
だ
け
る
品
質
、
制
作
方
法
を
実
践
し

て
い
る
自
負
は
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
木
の
良
さ
を
生
か
し
、
温

も
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
家
具
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
木
象
庵

住
所
：
萩
市
高
佐
下
２
１
１
８

☎
０
８
３
８
８
・
８
・
０
２
０
０

Ｈ
Ｐ
：http://m

okusyoan.com

藤田 浩
こ う じ

司 さん
（萩高校昭和61年卒　47歳）

と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
む
つ
み
地

域
で
住
居
も
隣
接

し
た
物
件
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
か
ら
、

４
年
間
の
修
業
を

終
え
て
、
平
成
25

年
４
月
に
萩
へ
帰

郷
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
８
月

の
開
業
を
目
前
に

控
え
た
７
月
28
日

に
豪
雨
災
害
が
発

生
。
工
房
前
を
流

れ
る
川
が
氾
濫
し
、

住
居
や
工
房
は
胸
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田
町
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
の
正
面
に

位
置
し
、
長
年
、
昔
懐
か
し
い
洋
食
屋

と
し
て
、
地
元
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
続

け
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
デ
ン
ス
ケ
。
40

年
も
の
間
、
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
る

店
主
の
河
野
傅
次
郎
さ
ん
と
妻
・
久
江

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

可
愛
ら
し
い
コ
ッ
ク
の
看
板
に
、
美

味
し
そ
う
な
洋
食
サ
ン
プ
ル
が
並
ぶ

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
が
特
徴
の
レ
ス
ト

ラ
ン
デ
ン
ス
ケ
。
ど
こ
か
懐
か
し
い
佇

ま
い
が
残
る
店
内
に
入
る
と
、
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
る
の
は
妻
の
久
江
さ
ん
。

そ
し
て
、
厨
房
で
黙
々
と
調
理
を
す
る

の
は
３
代
目
の
店
主
・
傅
次
郎
さ
ん
だ
。

「
創
業
は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
私
が
生
ま
れ
る
少
し
前
だ
と
思
い

ま
す
」
と
傅
次
郎
さ
ん
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
デ
ン
ス
ケ
は
、
祖
父
の

傳
助
さ
ん
が
、「
河
野
傳
助
商
店
」
と

し
て
、
食
堂
と
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
、

蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
、
果
物
な
ど
を
販
売

す
る
店
を
経
営
し
た
の
が
始
ま
り
。
傅

次
郎
さ
ん
の
両
親
も
、
祖
父
と
共
に

商
店
を
経
営
し
ま
す
が
、
幼
い
頃
か

ら
、
休
み
な
く
働
く
両
親
の
姿
を
見

て
、
傅
次
郎
さ
ん
は
家
業
を
継
ぎ
た
く

な
い
と
思
い
、
萩
商
工
高
校
を
卒
業
後

は
上
京
。
建
築
設
備
の
設
計
事
務
所
に

就
職
し
、
給
排
水
や
冷
暖
房
の
配
管
な

ど
の
設
計
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
26
歳
の
時
に
、
同
じ
く
萩
で
生
ま

れ
育
っ
た
久
江
さ
ん
と
結
婚
。
子
ど
も

も
授
か
り
、
東
京
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
家
業

の
ほ
う
は
、
両
親
が
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う

の
移
動
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
店
舗
は

貸
し
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
建
物
の
老

朽
化
に
伴
い
建
て
替
え
る
こ
と
を
契
機

に
、
両
親
の
希
望
に
よ
り
、
傅
次
郎
さ

ん
は
家
業
を
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

29
歳
の
時
に
、
家
族
と
共
に
帰
郷
し

た
傅
次
郎
さ
ん
は
、
新
た
に
建
て
替
え

た
店
舗
で
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
祖
父
の
代
か

ら
「
デ
ン
ス
ケ
屋
」
と
呼
ば
れ
て
親
し

ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
愛
称
を
受
け

継
ぎ
ま
し
た
。
傅
次
郎
さ
ん
は
調
理
師

と
し
て
の
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、
40

代
後
半
の
ベ
テ
ラ
ン
コ
ッ
ク
を
雇
用
し
、

経
営
を
す
る
傍
ら
、
そ
の
コ
ッ
ク
の
も

と
で
修
行
を
し
ま
す
。
し
か
し
、「
仕

事
を
覚
え
る
の
は
大
変
だ
っ
た
。
教
え

て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
見
て
覚
え

る
し
か
な
か
っ
た
」
と
傅
次
郎
さ
ん
。

調
理
す
る
様
子
を
隣
で
見
な
が
ら
仕
事

を
覚
え
、
３
年
ほ
ど
経
っ
た
時
に
調
理

師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

傅
次
郎
さ
ん
た
ち
が
店
を
始
め
た
昭

和
50
年
代
は
景
気
も
良
く
、
商
店
街
に

は
百
貨
店
や
大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
も
あ

り
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
周
囲
に
飲
食

店
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の

家
族
連
れ
や
学
生
が
訪
れ
、
２
階
席
も

い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
。
８
人
の
従
業

員
を
雇
用
し
、
久
江
さ
ん
も
厨
房
を
手

伝
い
つ
つ
、
接
客
も
担
当
し
ま
し
た
。

　
「
当
時
は
フ
ル
回
転
だ
っ
た
。
朝
早

く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
本
当
に
忙
し

か
っ
た
」
と
久
江
さ
ん
。
し
か
し
、
平

成
に
入
る
と
、
商
店
街
に
あ
っ
た
大
手

ス
ー
パ
ー
や
百
貨
店
が
相
次
い
で
撤

退
。「
昭
和
の
う
ち
は
良
か
っ
た
け
ど
、

平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
あ
ま
り
良
く
な

か
っ
た
ね
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
２
階
席
は
開
け
て
お
ら
ず
、

１
階
の
フ
ロ
ア
を
夫
婦
二
人
で
切
り
盛

り
し
て
い
ま
す
。
昼
時
に
は
、
周
辺
の

事
業
所
な
ど
で
働
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

昔
馴
染
み
の
客
が
多
く
訪
れ
ま
す
。「
だ

い
た
い
顔
を
見
れ
ば
、
こ
の
人
は
こ
の

メ
ニ
ュ
ー
を
頼
む
っ
て
い
う
の
が
わ
か

る
」
と
久
江
さ
ん
。
常
連
客
に
も
な
る

と
、
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
料
理
を
頼
む
人

も
い
た
り
、
申
し
出
が
な
く
て
も
、
通

常
よ
り
薄
味
の
料
理
を
提
供
し
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　

連
休
や
夏
祭
り
、
お
盆
に
は
、
多
く

の
帰
省
客
が
懐
か
し
の
味
を
求
め
て
訪

れ
る
た
め
、
手
伝
い
を
頼
む
ほ
ど
忙
し

い
。
昔
は
、
家
族
や
友
人
と
訪
れ
て
い

た
客
が
、
年
を
重
ね
、
今
で
は
、
子
ど

も
や
孫
を
連
れ
て
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

デ
ン
ス
ケ
を
通
し
て
、
様
々
な
お
客
さ

ん
の
人
生
に
も
触
れ
て
き
ま
し
た
。
久

江
さ
ん
と
の
会
話
を
楽
し
み
に
や
っ
て

く
る
客
も
お
り
、
傅
次
郎
さ
ん
が
、「
愛

想
が
良
い
か
ら
ね
。
い
く
ら
料
理
が
良

く
て
も
、
接
客
が
悪
け
れ
ば
ね
」
と
言

え
ば
、
久
江
さ
ん
は
傅
次
郎
さ
ん
の
こ

と
を
「
几
帳
面
。
き
ち
ん
と
や
る
か
ら
、

長
く
や
れ
た
ん
や
と
思
う
よ
」
と
話
し
、

言
葉
少
な
に
互
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

す
。

　

昭
和
の
時
代
ほ
ど
忙
し
く
は
な
い
が
、

「
今
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
良
い
ね
」
と

話
す
二
人
。
今
後
に
つ
い
て
は
、「
二

人
の
体
力
が
続
く
限
り
。
二
人
で
細
く

長
く
」
と
の
こ
と
。
そ
の
一
方
で
、
昔

馴
染
み
の
客
が
帰
省
し
訪
れ
た
際
に
は
、

「
来
年
も
ま
た
来
る
か
ら
ね
」
と
言
っ

て
帰
る
。「
店
を
辞
め
た
く
て
も
辞
め

ら
れ
な
い
」
と
笑
っ
て
話
す
夫
婦
の
二

人
三
脚
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
だ
。

■
レ
ス
ト
ラ
ン 

デ
ン
ス
ケ

住
所
：
萩
市
東
田
町
１
４
︲
３

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
３
９
８
３

営
業
時
間
：
午
前
11
時
～
午
後
８
時

定
休
日
：
木
曜
日 

午
後
３
時
～
、
他

不
定
休

祖
父
の
代
か
ら
営
む

体
力
の
続
く
限
り

レ
ス
ト
ラ
ン 

デ
ン
ス
ケ
の
誕
生

店主
（69 歳）

（66 歳）

河
か わ の

野 傅
で ん じ ろ う

次郎 

久
ひ さ え

江 

さん

さん

店の外観

焼きそば定食 900円
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萩
市
橋
本
町
出
身
の
日
本
画
家
、

内
田
青せ

い
こ
う

虹
（
本
名
・
惠
美
子
、
東
京

都
在
住
）
さ
ん
（
80
歳
）
が
、
大
河

ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
放
送
に
合
わ

せ
、「
幕
末
・
熱
き
心
の
女
た
ち
」
を
、

５
月
30
日
に
萩
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

作
品
は
、
２
０
０
３
年
に
制
作
さ

れ
た
も
の
で
、
城
下
町
を
一
望
で
き

る
松
陰
誕
生
地
に
、
赤
ち
ゃ
ん
を
背

負
う
鉢
巻
き
姿
の
母
親
や
、
下
関
を

指
さ
す
り
り
し
い
女
性
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）、

攘
夷
決
行
に
対
す
る
諸
外
国
の
報
復

〔左から〕村田昌志萩高校同窓会会長、野村興兒萩市長、
内田青虹さんと、寄贈作品（162 ×260㎝）

日本画家 内田青
せ い こ う

虹 さん
（萩高昭和 28 年卒）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」

の
放
映
や
世
界
遺
産
登
録
の
話
題
な

ど
、
現
在
、
萩
市
は
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
絶
好
の
機
会
に
、
萩
市
の
産

業
、
特
産
品
、
歴
史
、
文
化
、
豊
か

な
自
然
な
ど
の
魅
力
を
首
都
圏
に
広

く
発
信
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
誘

客
や
移
住
促
進
、
企
業
誘
致
、
萩
産

品
の
販
路
拡
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
の
萩
市
の
Ｐ
Ｒ
や
発
展
を
目

指
し
て
「
萩
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
」

を
萩
市
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
ホ
テ
ル

椿
山
荘
東
京
で
開
催
し
ま
す
。

　

萩
市
出
身
の
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
知
り
合
い
に
お
声
か
け
く
だ

さ
い
。

■
と
き　

平
成
27
年
８
月
６
日（
木
）

▽
受
付　

午
後
５
時
30
分
（
予
定
）

▽
セ
ミ
ナ
ー　

午
後
６
時
～（
予
定
）

野
村
興
兒
萩
市
長
に
よ
る
萩
市
の
Ｐ

Ｒ▽
交
流
会
（
立
食
パ
ー
テ
ィ
）
午
後

７
時
～
（
予
定
）　

歴
史
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
萩
市
産
の
食
材
や
地
酒
で

お
も
て
な
し
な
ど

■
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京

（
５
階
オ
リ
オ
ン
）

東
京
都
文
京
区
関
口
２
丁
目
10
︲
８

か
ら
萩
城
下
を
守
る
た
め
、
藩
士
の

妻
や
奥
女
中
ま
で
参
加
し
て
菊
ケ
浜

土
塁
（
女お

な
ご
だ
い
ば

台
場
）
を
築
い
た
、
郷
土

を
守
る
「
萩
女
」
の
心
意
気
が
テ
ー

マ
と
な
っ
て
お
り
、
寄
贈
の
翌
日
31

日
の
大
河
ド
ラ
マ
「
妻
と
奇
兵
隊
」

（
第
22
話
）
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
重
な

る
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
田
さ
ん
は
、
萩
高
昭
和
28
年

卒
（
５
期
、
旧
姓
・
富
田
）
で
、
現

在
は
西
東
京
市
在
住
。
40
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
本
格
的
に
水
墨
画
を
は
じ
め
、　

　
（
０
３
・
３
９
４
３
・
１
１
１
１
）

■
参
加
費　

５
０
０
０
円
（
当
日
受

付
で
支
払
い
）

■
定
員　

50
人

◆
申
込
期
間　

７
月
13
日
（
月
）
～

７
月
24
日
（
金
）

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。

■
申
込
方
法　

電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
に
、
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
萩
市
商
工
振

興
課
内
萩
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
実
行

委
員
会
へ
申
し
込
み

※
参
加
者
の
方
に
は
、
後
日
事
務
局

か
ら
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
連
絡

し
ま
す
。

そ
の
後
日
本
画
に
転
向
、
歴
史
上
の

人
物
を
描
く
歴
史
画
の
第
一
人
者
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
母
校
萩
高
校
に
２
０
０
１

年
に
「
今
昔
様
変
り 

夢
幻
の
如

し
」、
２
０
１
１
年
に
「
松
陰
先
生
・

立
志
前
進
」
を
、
ま
た
２
０
０
３

年
に
は
須
佐
町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
「
須す

さ
の
お
の
み
こ
と

佐
之
男
︲
荒
ぶ
る
神
か
ら

善
神
に
︲
」、
２
０
０
９
年
に
は

松
陰
神
社
至
誠
館
に
「
吉
田
松

陰
」
を
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
画
家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

萩
高
同
窓
会
「
東
京
指
月
会
」
の
副

会
長
や
防
長
倶
楽
部
評
議
員
も
務
め

る
な
ど
、
ふ
る
さ
と
と
東
京
を
繋
ぐ

役
割
も
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

寄
贈
式
で
内
田
さ
ん
は
、「
萩
の

女
性
と
し
て
、
郷
土
を
守
る
萩
女
の

心
意
気
を
描
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
た
」
と
話
し
、
寄
贈
を
受
け

た
野
村
萩
市
長
は
、「
ド
ラ
マ
の
展

開
に
合
う
よ
う
な
寄
贈
に
驚
い
て
い

る
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

寄
贈
作
品
は
、
７
月
下
旬
頃
か
ら

「
花
燃
ゆ 

大
河
ド
ラ
マ
館
」
で
展
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。　

会場となる椿山荘東京

■問い合わせ　萩市商工振興課内 萩市シティセールス実行委員会
TEL：0838・25・3811　FAX：26・0716
メール：syoukou@city.hagi.lg.jp
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萩
市
東
部
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
、
平
成
25
年
７
月
28
日
の
集
中
豪

雨
災
害
か
ら
間
も
な
く
２
年
が
経
過
し

ま
す
。
萩
市
で
は
、
合
併
後
最
大
の
試

練
と
位
置
づ
け
、
合
併
し
た
７
地
域
が

一
体
と
な
り
、
総
力
を
挙
げ
て
、
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
ラ
イ
オ
ン
株
式

会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
生
活
情
報

メ
デ
ィ
ア「
リ
デ
ィ
ア
」で
、７
月
か
ら
、

「
幕
末
の
く
ら
し
を
め
ぐ
る
旅
in
山
口
」

と
題
し
て
、萩
の
受
け
継
が
れ
て
き
た

文
化
や
暮
ら
し
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

藍
場
川
沿
い
の
旧
湯
川
家
屋
敷
な
ど

で
水
を
大
切
に
し
て
い
た
昔
の
暮
ら
し

や
文
化
が
今
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、萩
が
舞
台
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

旧
湯
川
家
屋
敷
で
は
、
水
を
引
き
込

み
、
台
所
や
風
呂
場
で
利
用
し
て
き
た

こ
と
を
紹
介
。
ラ
イ
オ
ン
の
お
洗
濯
マ

イ
ス
タ
ー
山
縣
義よ

し
ふ
み
文
さ
ん
が
、
藍
場
川

で
灰
汁
を
使
っ
て
の
昔
の
洗
濯
や
食
器

洗
い
な
ど
を
実
演
。
山
縣
さ
ん
は
松
下

村
塾
の
井
戸
で
も
タ
ラ
イ
を
使
っ
た
洗

濯
の
様
子
を
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
明
倫
小
学
校
１
年
生
の

松
陰
先
生
の
言
葉
の
朗
唱
風
景
や
萩
博

物
館
な
ど
も
紹
介
。「
萩
に
ゃ
ん
。」も
、

「
ラ
イ
オ
ン
ち
ゃ
ん
」
と
登
場
し
ま
す
。

■
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
生
活
情
報
メ
デ
ィ
ア
Ｌ
ｉ
ｄ

ｅ
ａ
（
リ
デ
ィ
ア
）

▽
ア
ド
レ
ス　

https://lidea.today/

藍場川で実演する山縣義文さん

　

萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
か
ら
２
年

の
節
目
と
な
る
７
月
28
日
、
小
川
交
流

セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」
が
竣
工
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
被
災
に
よ
り
復
旧
が
困
難

だ
っ
た
萩
市
小
川
支
所
や
小
川
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
、
小
川
地
域

内
の
安
全
な
場
所
に
移
転
・
新
築
し
た

も
の
で
す
。
地
域
資
源
を
活
用
し
た
交

流
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
と
も
に
、
消
防
団
田
万
川
第
二
分
団

の
消
防
器
庫
、
災
害
時
の
緊
急
避
難
場

所
な
ど
の
機
能
も
備
え
た
複
合
施
設
と

し
て
整
備
し
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
、
蓄
電
池
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
街

小川交流センター「みのり」（平成27年６月中旬）

　

５
月
下
旬
、
萩
を
代
表
す
る
景
観
の

一
つ
、「
平
安
古
の
松
原
」
で
知
ら
れ

る
、
平
安
古
の
橋
本
川
沿
い
の
、
樹
齢

２
０
０
年
以
上
と
推
定
さ
れ
る
松
の
古

木
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
残
る
松
は
市
内
に
数

本
と
い
わ
れ
、
そ
の
中
で
も
最
大
級
の

も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
平
安
古

の
松
原
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
し

た
。こ
の
松
の
幹
廻
り
は
最
大
約
５
ｍ
、

高
さ
は
30
ｍ
近
く
あ
る
、
市
内
で
も
最

大
級
の
松
で
し
た
が
、
昨
年
10
月
末
に

落
雷
に
遭
い
、
幹
に
亀
裂
が
入
り
ま
し

た
。
今
年
３
月
頃
か
ら
葉
が
茶
色
に
な

り
枯
れ
始
め
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と

危
険
が
あ
る
た
め
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら

も
伐
採
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
こ
は
、
か
つ
て
立
派
な
松
並
木
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
萩
城
下
町
絵
図
に

描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
江
戸
時

代
の
終
わ
り
頃
に
防
風
林
の
役
割
な
ど

で
植
栽
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

松
の
林
立
と
、
川
面
に
映
る
景
色
は
萩

な
ら
で
は
の
風
景
を
形
作
っ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
松
枯
れ
な
ど
に
よ
り
、

櫛
の
歯
が
欠
け
た
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
お
り
、
植
樹
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、伐
採
し
て
空
い
た
場
所
に
も
、

松
食
い
虫
に
強
い
苗
木
を
植
え
継
ぐ
こ

と
で
、
萩
の
遺
産
と
も
い
う
べ
き
松
原

の
風
景
を
こ
の
先
何
百
年
も
守
っ
て
い

き
ま
す
。

2004 年頃の平安古の松原 （５月27 日）

クレーンを使い伐採作業中の老松（５月26 日）

路
灯
な
ど
も
設
置
し
、
安
心
・
安
全
に

も
配
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
農
産
物
や
人
々
の
交
流
が
、

み
の
り
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
に
と
の

想
い
が
込
め
ら
れ
、愛
称
は
「
み
の
り
」

に
決
定
。こ
れ
か
ら
小
川
地
区
の
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、地
域
の
拠
点
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
小
川
交
流
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」

▽
鉄
骨
造
２
階
建
（
延
床
面
積
９
６
３

・
85
㎡
）

▽
交
流
促
進
室
、
調
理
実
習
室
、
会
議

室
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
談
話
コ
ー
ナ
ー
、

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課
（
０
８
３
８

・
２
５
・
３
５
９
０
）

被災時の旧小川支所
（平成25年７月28日午後１時頃）
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日
本
郵
便
中
国
支
社
で
は
、
大
河
ド

ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
放
送
に
合
わ
せ
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
文
と
萩

物
語
」を
、６
月
８
日
に
発
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
コ
モ
ス
か
ら
世
界
遺
産
登

録
の
勧
告
を
受
け
た
「
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
」
の
う
ち
、
萩
の
５
資
産

を
取
り
上
げ
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー

ム
切
手
「
萩
の
産
業
遺
産
群
」
を
、
７

月
１
日
に
発
売
し
ま
す
。

　

窓
口
で
の
購
入
は
山
口
県
内
の
一
部

の
郵
便
局
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
萩
市
観

光
協
会
が
通
信
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

今
し
か
入
手
で
き
な
い
、
萩
ゆ
か
り

の
２
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手
で
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
手
に
入
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
発
売
部
数　

各
３
０
０
０
部（
予
定
）

■
シ
ー
ト
構
成　

１
シ
ー
ト
82
円
×
10

枚■
販
売
価
格　

各
１
２
３
０
円

■
販
売
場
所　

▽
「
文
と
萩
物
語
」
山
口
県
内
の
各
郵

便
局
（
宇
部
、
山
陽
小
野
田
市
の
一
部

を
除
く
）

▽
「
萩
の
産
業
遺
産
群
」
萩
市
、
阿
武

町
、
長
門
市
、
美
祢
市
、
山
口
市
の
一

部
（
旧
阿
東
町
）
の
郵
便
局

■
通
信
販
売　

送
料
込
み
で
１
５
９
０

円
、
詳
細
は
萩
市
観
光
協
会
（
０
８
３

８
・
２
５
・
１
７
５
０
）

■
問
い
合
わ
せ

日
本
郵
便
中
国
支
社　

（
０
８
２
・
２
２
４
・
５
９
９
１
）

　

萩
反
射
炉
や
松
下
村
塾
な
ど
、
萩
の

５
資
産
な
ど
を
紹
介
し
た
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
で
も
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

が
進
み
、地
域
再
生
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。地
域
外
の
人
材
を
活
用
し
て

地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
促
進
し
、定

住
・
定
着
を
図
る
た
め
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
を
全
国
か
ら
募
集
中
で
す
。

〔
求
め
ら
れ
る
経
験
・人
材
等
〕

▼
新
事
業
を
企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
経
験
や
、
観
光
や
旅
行
関
連
業
界
で

活
躍
し
た
経
験
な
ど

▼
萩
市
の
魅
力
を
新
し
い
視
点
か
ら
見

い
だ
せ
る
方
、
新
た
な
観
光
資
源
化
や

事
業
化
を
推
進
で
き
る
方

■
活
動
内
容
（
活
動
地
域
）

① 

観
光
交
流
事
業
に
関
す
る
活
動（
萩

市
全
域
）

▽
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
ガ
イ
ド
の
支

援
、「
萩
の
お
た
か
ら
」を
保
存
・
活
用

し
た
取
り
組
み
支
援
な
ど

② 

農
山
漁
村
地
域
で
の
地
域
づ
く
り

活
動
（
須
佐
ま
た
は
福
栄
地
域
）

▽
須
佐
地
域
：
豊
か
な
自
然
や
「
須
佐

男
命
い
か
」な
ど
食
を
生
か
し
た
観
光

振
興
、ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど

▽
福
栄
地
域
：
地
域
の
伝
統
や
環
境
の

保
存
・
保
全
活
動
、農
業
後
継
者
不
足

の
解
消
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど　

■
対
象
者　

都
市
地
域
等
に
住
民
票
を

有
す
る
、ま
た
は
他
地
域
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
し
て
２
年
以
上
活
動
し

任
務
を
終
え
て
１
年
以
内
の
方
で
、採

用
後
に
萩
市
に
住
民
票
を
異
動
し
て
居

住
し
、期
間
終
了
後
も
萩
市
に
定
住
し
、

就
業
・
起
業
す
る
意
欲
が
あ
る
な
ど

■
募
集
人
員　

８
人

■
任
期　

９
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月

31
日
（
着
任
日
は
要
相
談
。成
果
等
に

よ
り
最
長
３
年
ま
で
延
長
可
）

■
雇
用
形
態　

萩
市
嘱
託
職
員
（
非
常

勤
特
別
職
）、１
日
７
時
間
45
分
、週
４

日
勤
務
（
土
・
日
・
祝
日
勤
務
あ
り
）

■
報
酬　

18
万
円
（
月
額
）

■
福
利
厚
生
等　

社
会
保
険
等
に
加

入
。 

原
則
、住
居
（
家
賃
上
限
あ
り
）や

業
務
上
必
要
な
物
品
等
は
市
が
用
意

■
選
考
等　

書
類
選
考
の
う
え
、７
月

下
旬
に
面
接
に
よ
り
決
定

■
申
込
方
法　

７
月
14
日
ま
で
に
、申

込
書
（
志
望
動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
を

１
０
０
０
字
以
内
で
記
入
）、市
販
の
履

歴
書
を
郵
送
、持
参

※
そ
の
他
の
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、萩

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
city.hagi.lg.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
４
２
）

　

文
の
イ
ラ
ス
ト
を
は
じ
め
、
ゆ
か
り

の
人
物
や
場
所
等
に
関
連
し
た
デ
ザ
イ

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
職
員
と
し
て
、
将
来
の
萩
を
担

う
、
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
た
人
材
を
全

国
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

市
外
で
働
い
て
い
る
方
や
、ふ
る
さ

と
萩
で
経
験
を
生
か
し
て
活
躍
し
た
い

方
は
、ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
期
間　

７
月
15
日
～
８
月
14
日

■
募
集
職
種
／
受
験
資
格

▽
社
会
人
経
験
者
（
事
務
、
土
木
）

高
校
卒
業
以
上
で
35
歳
以
下
、
社
会
人

者
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
者

※
年
齢
は
平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
。

■
試
験
日
・
場
所　
（
１
次
）
９
月
20

日
（
日
）、（
２
次
）
10
月
下
旬
頃
、
い

ず
れ
も
萩
市
役
所

■
合
格
発
表　

10
月
下
旬

■
採
用
日　

平
成
28
年
４
月
１
日

※
詳
し
く
は
、
７
月
15
日
以
降
に
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.
hagi.lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
総
務
課
人
事
係

（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
３
９
）

経
験
が
５
年
以
上
の
方

▽
初
級
事
務
・
土
木

高
校
卒
業
以
上
で
25
歳
以
下
の
方

▽
保
育
士
・
管
理
栄
養
士

短
大
卒
業
以
上
で
30
歳
以
下
、
有
資
格

★
萩
市
観
光
協
会
か
ら
「
文
と
萩
物
語
」、「
萩
の
産
業
遺
産
群
」

を
各
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
応
募
方
法
は
、
Ｐ
15
）
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報
をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　今までで最多の同窓生 72 人が出席。１年生で転出した南
家勝見君が和歌山より出席、55 年ぶりに逢うなど、今回は
30 〜 40 年ぶりの出席者が多かったです。また今回もデン
マークから山根攻君が帰国して出席。
　今年度で 72 歳になるわれわれ 72 人が出席というのも何
かの縁でしょうか。399 人の卒業仲間のうち、50 人が逝去。
２年後の皆の再会を楽しみに！　　　　中原洋士（萩市在住）

　
会員投稿 萩本陣（萩市）４月４日

　すっかり恒例となった関東在住の指月中 8 期生の同期会
を今年も銀座で開催しました。
　今回は、遠く岡山から馳せ参じた方、「卒業中学は違うが
高校は同じ」萩高 10 期生で関東在住の 3 人の方々の参加を
頂き、合せ 14 人が集りました。
　萩高卒お三方の特別参加もあって会の雰囲気も今までとは
変わり、お互い共通の話題を求め、往時の萩での話から今に
続く話へと語りあう楽しい集いとなりました。最後に「指月
中」校歌の歌声の中、指月中 8 期生は、また来年の再会も
約して別れた卒業から 61 年目の同期会でした。

山口雄三（横須賀市在住）

　
４月19日会員投稿 吉乃翔（東京都中央区）

　第３回おおさか三見会に 18 人が集いました。新しい人が
３人加わり、子どもの頃の話、学校の話、兄弟姉妹の話、近
所の話から新しい道路にびっくりの話迄、近々に帰った人が
話します。次から次へと懐かしい話から新しい話へと留まる
ことはありませんでした。
　三見公民館から「公民館だより」がたくさん送られてきま
したので、各々が手にして、また盛り上がり、来年の再会を
誓って一本締めでヨォーパン、握手を交わしながら会場を後
にしました。　　　　　　　　　三嶋千代乃（大阪府在住）

　
４月26日会員投稿 551蓬莱（大阪市中央区難波）

　萩商工高等学校商業科昭和 34 年卒同窓会「萩商工 34 会」
は、萩と県外が２年ごとの交互引き受けで開催してきました
が、卒業後 56 年経ち相応の年齢となったこともあり、全体
同窓会は今回萩引き受けで最後とすることになりました。
　５月開催の同窓会には卒業生 108 人のうち 41 人が参加し、
青春時代の想い出話や恩師の話などで盛り上がり楽しいひと
ときを過ごしました。
　懇親会の翌日は萩観光協会ガイドさんの案内で萩市内観光
をしましたが、素晴らしいガイドぶりに全員目から鱗が落ち
ました。
　全スケジュール終了後、お互いの健康と再会を約して散会
しました。　　　　　　　　　　　　　代表幹事　藏貫忠孝

　
5月20日・21日会員投稿 萩本陣（萩市）

萩商工商業科昭和34年卒
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　25 人出席。平成４年に第１回を開催し、今年は 23 回目。
佐伯雅人会長から「皆さんに喜んでいただける会にしたい。
個人情報保護の関係で若い会員確保に苦慮しており情報提供
を。」とあいさつ。萩から駆けつけた和田眞教副市長と美原
嘉大市議会議員から提供された澄川酒造の東洋美人で乾杯。
最年長参加は 92 歳の波田義信さん。出席者全員の近況報告
やカラオケなどで、会は終始和やかな雰囲気に包まれました。

ニューオータニイン東京（東京都品川区）

５月31日

　57 人が出席。中原洋支部長（35 年商業卒）が「つばき会と
して5 回目の開催。末永く発展させたいので皆さんの力添え
を」とあいさつ。池田誠次つばき会本部会長からは、昨年のラ
グビー部全国大会出場の際の支援のお礼と、7 人制ラグビー
で県代表となり7 月の全国大会に出場するとの報告がありま
した。役員改選が行われ、新支部長に窪田末男さん（41 年工
業卒）が就任。参加者は、思い出話や近況報告、ビンゴ大会やカ
ラオケで大いに盛り上がり、最後は、応援団長だった長光肇副
支部長（55 年商業卒）のエールで会を締め括りました。

大阪キャッスルホテル（大阪市中央区）

6月20日

　６月 22 日から 24 日まで、２泊３日の日程で、須佐郷土
史研究会東京支部の会員 17 名が須佐に帰郷しました。平成
23 年４月に東京須佐史談会から須佐郷土史研究会東京支部
として新たに出発し、須佐と首都圏とが一体になり須佐の文
化や歴史を研究するために活動しておられます。
　今回の帰郷は、「東京・須佐花燃ゆツアー」と題し、皆さ
んにとって懐かしい須佐地域を中心に、萩市内の史跡等を探
訪。23 日には、禁門の変に須佐兵 300 人が参戦した関連史
跡や、須佐湾遊覧船で海からのジオツアーを楽しみました。
午後は石州口の戦の関連史跡等を見学、夜には地元の研究会
会員と交流を図りました。24 日には萩博物館や大河ドラマ
館を見学、また花燃ゆの関連史跡などを探訪しました。
　40 〜 50 年ぶりの帰省となる方もおられ、たっぷり３日間、
郷里の歴史と美味しい料理を堪能されました。

禁門の変の責任を負った益田親
ち か の ぶ

施を祀る笠松神社（須佐）

　大学生など若い方々も多く65 人が参加。安藤久枝会長の挨
拶、中村柔道校長の祝辞に続き、乾杯。恩師の皆さんも多く参
加され、懇談では、終始和やかな雰囲気の中、各テーブルでは
思い出話に花が咲きました。途中、会員の新谷さんの「萩紫福
の隠れキリシタン」と題した研究発表や、萩光塩学院の前身で
ある修善女学校の創設に花燃ゆ主人公「文（楫取美和子）」が
かかわったことなどの話題、小嶋先生の歌などもあって大い
に盛り上がりました。最後に全員で校歌を歌って、またの再会
を約して散会しました。

中野サンプラザ（東京都）
6月14日

　「私は椿東生まれ、育ちです。花燃ゆで新しい萩を知り、今
までの知識不足を感じています。これまで萩市前小畑の反射炉
についての記事が皆無です。埋もれた歴史資産と思いますので、
ネットワークで取り上げてください」という会員の声がありました。
　ご意見を参考にして、今号から、「明治日本の産業革命遺産」
のうち、萩の５つの資産をシリーズで紹介することにしました。
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■
東
京
指
月
会

　

関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
（
東
京
駅
丸

の
内
北
口
）

日
本
工
業
倶
楽
部

（
０
９
０
・
７
２
６
４
・
６
９
５
４
）三
浦

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
東

京
展

７
月
20
日
（
月
・
祝
）
ま
で

東
京
都
墨
田
区
横
網
１
︲
４
︲
１

江
戸
東
京
博
物
館

（
０
３
・
３
６
２
６
・
９
９
７
４
）

■
竹
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
イ
ベ
ン
ト

　

萩
の
竹
を
活
用
し
た
家
具
、
小
物
品

の
展
示
、
販
売
。

７
月
１
日
（
水
）
～
14
日
（
火
）

東
京
都
新
宿
区
新
宿
３
︲
14
︲
１

伊
勢
丹
新
宿
本
店
本
館
５
Ｆ
家
具
シ
ョ

ッ
プ

（
０
３
・
３
２
２
５
・
２
７
０
２
）

■
12
代
三
輪
休
雪
展 

ー
祈
り
ー

７
月
８
日
（
水
）
～
14
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

日
本
橋
三
越
本
店
本
館
６
階
美
術

特
選
画
廊（０

３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
金
子
司 

陶
展 

ひ
や
さ
れ
た
か
た
ち

７
月
８
日
（
水
）
～
14
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
︲
６
︲
16

銀
座
三
越
８
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

（
０
３
・
３
５
６
２
・
１
１
１
１
）

■
特
殊
音
樂
祭
２
０
１
５

　

萩
ふ
る
さ
と
大
使
で
作
曲
家
山
本
和

智
が
中
心
で
行
わ
れ
る
音
楽
祭
。
ゲ
ス

ト
に
新
垣
隆
氏
を
迎
え
て
開
催
。

７
月
11
日
（
土
）
開
場
：
午
後
２
時
、

開
演
：
午
後
２
時
30
分
、
終
演
：
午
後

６
時

一
般
３
０
０
０
円
、学
生
５
０
０
円（
要

学
生
証
提
示
）

※
完
全
予
約
制

東
京
都
町
田
市
金
井
町
２
１
６
０

和
光
大
学
学
生
ホ
ー
ル

（
０
４
４
・
９
８
８
・
１
４
３
１
）

■
８
代
岡
田
裕
・
泰
父
子
展

７
月
15
日
（
水
）
～
21
日
（
火
）

埼
玉
県
川
越
市
新
富
町
２
︲
６
︲
１

丸
広
百
貨
店
川
越
店

（
０
４
９
・
２
２
４
・
１
１
１
１
）

■
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り

　

萩
市
か
ら
岸
田
商
会
の
ち
ょ
ん
ま
げ

ビ
ー
ル
、
忠
小
兵
衛
か
ら
か
ま
ぼ
こ
等

が
販
売
さ
れ
ま
す
。

８
月
１
日
（
土
）
～
２
日
（
日
）
午
前

11
時
～
午
後
９
時

東
京
都
世
田
谷
区
上
用
賀
２
︲
１
︲
１

Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公
苑

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
前

橋
展

８
月
１
日
（
土
）
～
９
月
６
日
（
日
）

群
馬
県
前
橋
市
千
代
田
町
５
︲
１
︲
16

ア
ー
ツ
前
橋

（
０
２
７
・
２
３
０
・
１
１
４
４
）

■
家
具
イ
ン
テ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

家
具
の
展
示
。
タ
ケ
・
ク
リ
エ
イ
ト
・

ハ
ギ
か
ら
、「
萩
の
竹
」
を
活
用
し
た

家
具
お
よ
び
小
物
品
が
展
示
、
販
売
。

８
月
21
日
（
金
）
～
23
日
（
日
）

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
高
島
２
︲
18
︲

１そ
ご
う
横
浜
店
９
階 

新
都
市
ホ
ー
ル

（
０
４
５
・
４
６
５
・
２
１
１
１
）

■
三
輪
和
彦 

個
展

９
月
10
日（
木
）～
15
日（
火
）

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
１
︲
28
︲
１

池
袋
西
武
百
貨
店

（
０
３
・
３
９
８
１
・
０
１
１
１
）

■
水
津
和
之 

陶
展

　

萩
焼
の
展
示
、
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

８
月
19
日
（
水
）
～
25
日
（
火
）

富
山
市
総
曲
輪
３
︲
８
︲
６

大
和
富
山
店
５
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ギ
ャ

ラ
リ
ー　（

０
７
６
・
４
２
４
・
１
１
１
１
）

■
水
津
和
之 
作
陶
展

　

萩
焼
の
展
示
、
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

９
月
１
日
（
火
）
～
７
日
（
月
）

新
潟
市
中
央
区
西
堀
通
５
番
町
８
６
６

番
地　

新
潟
三
越
６
階
工
芸
サ
ロ
ン　

（
０
２
５
・
２
２
７
・
１
１
１
１
）

■
水
津
和
之 

陶
展

　

萩
焼
の
展
示
、
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

７
月
29
日
（
水
）
～
８
月
４
日
（
火
）

大
阪
市
北
区
角
田
町
８
︲
７

阪
急
う
め
だ
本
店
７
階
美
術
画
廊　

（
０
６
・
６
３
６
１
・
１
３
８
１
）

■
線
描
画 

田
村
覚
志 

個
展

　

７
月
に
パ
リ
で
開
催
のjapan expo

に
出
品
さ
れ
る
田
村
覚
志
の
個
展
。

９
月
５
日（
土
）～
13
日（
日
）

京
都
市
中
京
区
寺
町
通
夷
川
上
ル
西
側

久
遠
院
前
町
６
７
１
︲
１
寺
町
エ
ー
ス

ビ
ル
１
Ｆ
西

G
allery 

I
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
イ
）

（
０
７
５
・
２
０
０
・
３
６
５
５
）

■
広
島
指
月
会

　

広
島
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

７
月
11
日
（
土
）
午
後
５
時
～

広
島
市
南
区
的
場
（
広
島
駅
か
ら
徒
歩

５
分
）

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

（
０
８
２
・
２
８
７
・
１
５
０
６
）
西
村

■
つ
ば
き
会
広
島
支
部
総
会

　

広
島
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

９
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～

広
島
市
南
区
金
屋
町
１
︲
17

ワ
ー
ク
ピ
ア
広
島（
旧
広
島
労
働
会
館
）

（
０
８
０
・
６
３
３
２
・
１
１
５
９
）土
佐

岡■
山
口
伝
統
工
芸
展
選
抜
展

　

野
坂
康
起
、
波
多
野
善
蔵
、
波
多
野

英
生
、
岡
田
裕
、
岡
田
泰
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

７
月
21
日
（
火
）
～
27
日
（
月
）

広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27

関
東
地
区

そ
ご
う
広
島
店
美
術
画
廊

（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
九
州
指
月
会

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

９
月
12
日
（
土
）
正
午
～

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
︲

１
︲
１

博
多
都
ホ
テ
ル　

（
０
９
３
・
２
０
１
・
６
３
０
３
）
葊
瀬

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

北
信
越
地
区

九
州
地
区

中
国
地
区

　
　
「
花
燃
ゆ
」の
見
所
を
紹
介
し
ま
す
。

■
静
岡
展

７
月
８
日
（
水
）
～
12
日
（
日
）

静
岡
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
鹿
児
島
展

７
月
19
日
（
日
）
～
29
日
（
水
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ

■
秋
田
展

８
月
２
日
（
日
）
～
５
日
（
水
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ

■
札
幌
展

８
月
７
日
（
金
）
～
12
日
（
水
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ

■
松
江
展

８
月
15
日
（
土
）
～
22
日
（
土
）

島
根
県
美
術
文
化
セ
ン
タ
ー

■
さ
い
た
ま
展

９
月
７
日
（
月
）
～
13
日
（
日
）

川
越
ま
つ
り
会
館

■
奈
良
展

９
月
17
日
（
木
）
～
30
日
（
水
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
奈
良
放
送
局
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
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■
12
代
三
輪
休
雪
展 

ー
祈
り
ー

７
月
28
日
（
火
）
～
８
月
３
日
（
月
）

福
岡
市
中
央
区
天
神
２
︲
１
︲
１

福
岡
三
越
９
階
岩
田
屋
三
越
美
術
画
廊

（
０
９
２
・
７
２
４
・
３
１
１
１
）

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　

萩
高
指
月
会
の
本
部
総
会
。
今
年
の

引
受
期
は
52
期
（
平
成
12
年
卒
）。

８
月
８
日（
金
）
午
後
７
時
～

萩
高
校
体
育
館

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）
井
町

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
本
部
総
会

　

萩
光
塩
学
院
小
中
高
の
合
同
総
会
。

８
月
10
日（
月
）　

午
後
６
時
30
分
～

（
予
定
）

常
茂
恵（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
１
５
０
）

■
山
口
県
現
代
工
芸
美
術
展

　

吉
賀
將
夫
な
ど
山
口
県
在
住
の
現
代

工
芸
作
家
の
陶
芸
な
ど
を
展
示
。

９
月
27
日
（
日
）
ま
で　

午
前
９
時
～

午
後
５
時

萩
市
椿
東
４
２
６
︲
１

吉
賀
大
眉
記
念
館

（
０
８
３
８
・
２
６
・
５
１
８
０
）

■
須
佐
・
男
命
い
か
直
売
市

　

大
人
気
の
男
命
イ
カ
の
直
売
。売
り

切
れ
次
第
終
了
で
す
。

７
月
５
日（
日
）～
９
月
27
日（
日
）の
間

の
土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日（
予
定
）

午
前
９
時
30
分
～
（
整
理
券
午
前
８
時

30
分
か
ら
発
行
）

萩
市
須
佐 
須
佐
漁
港

山
口
県
漁
協
須
佐
支
店

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
３
１
１
）

■
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
萩
焼
づ
く
り

教
室
と
は
ぎ
や
き
の
お
話
し

　

萩
焼
作
り
と
萩
焼
の
話
が
楽
し
め
ま

す
。

７
月
19
日
（
日
）、
26
日
（
日
）
午
前

10
時
～
11
時
20
分

大
人
１
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
２

０
０
円

※
作
品
は
８
月
下
旬
に
引
き
渡
し
。

▽
申
し
込
み
予
約
受
付
期
限

◦
７
月
19
日
開
催
＝
７
月
16
日
ま
で

◦
７
月
26
日
開
催
＝
７
月
24
日
ま
で

萩
市
堀
内
萩
城
跡

城
山
窯
萩
焼
陶
芸
教
室

（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
６
６
６
）

■
米
原
祥
三
展

　

書
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
す
。

９
月
３
日
（
木
）
～
28
日
（
月
）

萩
市
川
島
２
９
５

藍
場
川
の
家

（
０
８
３
８
・
２
６
・
１
５
３
６
）

■
山
本
み
ゆ
き
「
萩
の
月
」

　

萩
に
住
む
女
性
が
好
き
な
人
を
追
い

か
け
ら
れ
な
い
切
な
さ
を
描
い
た
曲
。

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
曲
「
萩
物
語
り
」
に
は

藍
場
川
や
菊
ケ
浜
な
ど
萩
一
色
の
Ｃ
Ｄ
。

価
格　

１
２
０
０
円
（
税
込
）

■
英
雄
た
ち
の
選
択
「
ニ
ッ
ポ
ン
を

創
っ
た
２
つ
の
魂

ス
ピ
リ
ッ
ト」

　

幕
末
の
二
大
主
人
公
・
長
州
藩
と
会

津
藩
に
注
目
し
、
な
ぜ
激
し
く
対
立
し

た
の
か
、
そ
れ
が
明
治
維
新
に
何
を
も

た
ら
し
た
か
を
徹
底
解
明
。

萩
市
関
係

テ
レ
ビ
情
報

小川國治（山口大学名誉教授）　510 円
　享保４年（1719）に長州藩が開校
した藩校明倫館は、藩士の子弟を教育
し、有為な人材を輩出する。さらに、
幕末期に外圧の危機が迫る中で、長州
藩は、明倫館の移転・拡充を行い、嘉
永２年（1849）に新明倫館の落成式
を挙行する。新明倫館は、新たな時代
に対応するため、洋学の受容の拠点に
もなる。

山本栄一郎（防府史談会理事）　510円
　吉田松陰の妹として生まれ、15
歳で松陰の一番弟子久坂玄瑞と結婚。
22 歳で久坂と死別し、41 歳のとき、
松陰の親友で、姉の夫だった楫取素彦
と再婚。苦難の前半生から、一転貴族
夫人となったシンデレラ。杉文・久坂
文・久坂美和・杉美和・楫取美和子と
五つの名前をもつ女性の初の小伝。

一般社団法人 萩ものがたり事務局
☎ 0838・25・3233

申し
込み

形
井
悦
子
さ
ん　
（
大
阪
府
南
河
内
郡
）

石
飛
孝
道
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

江
口
伊
織
さ
ん　
　
（
東
京
都
品
川
区
）

佛
原
絹
江
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

野
稲
正
さ
ん　
　
　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

榎
淑
子
さ
ん　
　
　
（
奈
良
県
奈
良
市
）

久
村
恵
子
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
姫
路
市
）

中
村
敏
浩
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
西
宮
市
）

松
本
恭
子
さ
ん（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）

和
田
眞
教
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

小
林
惠
美
さ
ん（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）

　
　
（
４
月
25
日
～
６
月
24
日　

11
人
）

７
月
30
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分
～
８

時
59
分
（
89
分
）

Ｎ
H
Ｋ
︲
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

■
大
河
ド
ラ
マ「
花
燃
ゆ
」第
壱
集
発
売

　

現
在
放
送
中
の
、
萩
が
舞
台
の
大
河

ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
が
ブ
ル
ー
レ
イ
＆

Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
。

本
編
５
４
９
分
＋
特
典（
ブ
ル
ー
レ
イ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
も
３
枚
組
）

主
演　

井
上
真
央
、
大
沢
た
か
お
ほ
か

発
売
日　

８
月
19
日
（
水
）

価
格　

１
万
２
９
０
０
円
（
税
別
）

　

萩
市
観
光
協
会
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
レ
ー
ム
切
手
「
文
と
萩
物
語
」
と
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
萩
の
産

業
遺
産
群
」
を
そ
れ
ぞ
れ
５
名
様

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
７
月
24
日（
消
印
有
効
）。

お
詫
び
と
訂
正

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
５
月
第
１
２
３
号

（
14
ペ
ー
ジ
）
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト
の
水

津
和
之
さ
ん
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

（
誤
）
水
津
和
弘
→
（
正
）
水
津
和
之

プ
レ
ゼ
ン
ト

Ｄ
Ｖ
Ｄ
情
報
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！」と絶賛された世界のマクドナルド：こげ茶色を下地にした落ち着いた看板ユニクロ：赤色を使用せず、白地にこげ茶色の文字の看板

７月４日（土）〜９月６日（日）８月16日(日)まで

特別展

９月19日（土）〜11月29日（日）

８月29日（土）
▼

９月27日（日）

7月11日㊐〜8月23日㊐ 9:00〜17:00
◇むつみ昆虫王国　
7月26日㊐ 9:30〜15:00
◇ひまわりロードフェスタ
7月28日㊋ 20:00〜
◇須佐湾大花火大会
8月1日㊏〜3日㊊
◇萩夏まつり
8月1日㊏ 20:00〜
◇萩・日本海大花火大会
8月13日㊍ 19:30〜22:00
◇萩・万灯会（迎え火）
8月25日㊋ 17:00〜
◇たまがわ夏まつり

むつみ・
ひまわりロード

須佐漁港

大照院

山口県漁協江崎支店前

住吉神社・吉田町ほか

菊ヶ浜海水浴場

むつみ昆虫王国

萩市観光協会　☎0838・25・1750
ントカレンダ−べイ

大照院「迎え火」


